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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気テープに情報を記録／再生するためのデッキユニットが内蔵された本体と；
　前記本体の外側に結合され、ユーザにより把手されるグリップカバーと；
　ユーザの手とグリップカバーの外側面との間にギャップを形成することで風通しを可能
にすべく前記グリップカバーの外面に形成された所定パターンの凸凹部とを含む撮像装置
であって、
　前記凸凹部は、複数のリブを含み、
　前記本体内には、動画が撮像できる第１のカメラユニットと、動画と静止画が撮像でき
る第２のカメラユニットが備えられたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記本体は、磁気テープを差込及び取り出すために開閉可能なデッキドアを含み、前記
デッキドアの一面に前記グリップカバーが装着されることを特徴とする請求項１に記載の
撮像装置。
【請求項３】
　前記デッキドアには、外側から前記デッキユニットの磁気テープ走行系が調整できるよ
うに貫通形成された少なくとも一つの調整穴が形成され、
　前記調整穴は、前記グリップカバーにより覆われることを特徴とする請求項２に記載の
撮像装置。
【請求項４】
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　前記グリップカバーは、前記調整穴に対応して形成されたフックと、前記グリップカバ
ーを前記デッキドアにネジ止めすべく形成されたネジ穴を有することを特徴とする請求項
３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記本体には、外側から前記デッキユニットの磁気テープ走行系が調整できるように貫
通形成された少なくとも一つの調整穴が形成され、
　前記調整穴は、前記グリップカバーにより覆われることを特徴とする請求項１に記載の
撮像装置。
【請求項６】
　前記グリップカバーは、前記調整穴に対応して形成されたフックと、前記グリップカバ
ーを前記本体にネジ止めすべく形成されたネジ穴を有することを特徴とする請求項５に記
載の撮像装置。
【請求項７】
　磁気テープに情報を記録／再生するためのデッキユニットが内蔵された本体と；
　前記デッキユニットの内部に磁気テープを差込及び取り出すため本体に開閉可能に設け
られたデッキドアと；
ユーザにより把手され、前記デッキドアの一面に装着されるグリップカバーと；
　ユーザの手とグリップカバーの外側面との間にギャップを形成することで風通しを可能
にすべく前記グリップカバーの外面に形成された所定パターンの凸凹部とを含む撮像装置
であって、
　前記凸凹部は、複数のリブを含み、
　前記本体内には、動画が撮像できる第１のカメラユニットと、動画と静止画が撮像でき
る第２のカメラユニットが備えられたことを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
　前記デッキドアはグリップカバー装着部を備え、該グリップカバー装着部は前記デッキ
ユニットの磁気テープ走行系が調整できるように貫通形成された少なくとも一つの調整穴
を有し、前記調整穴は、前記グリップカバーにより覆われることを特徴とする請求項７に
記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記グリップカバーは、前記調整穴に対応して形成されたフックと、前記グリップカバ
ーを前記デッキドアにネジ止めすべく形成されたネジ穴を有することを特徴とする請求項
８に記載の撮像装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画を撮像し記録及び再生可能な撮像装置に係る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、撮像装置としては、テープのような記録媒体に撮像される被写体の画像及び音
響等を記録及び再生する磁気記録／再生装置を有するカムコーダーが広く普及されている
。カムコーダーは、磁気テープを走行させる走行系とヘッドドラムを有するデッキユニッ
トを含む。
【０００３】
　この種の撮像装置をユーザが使用する際、撮像装置を片手で把持して使用するようにな
る。しかし、長時間使用する場合、ユーザの撮像装置を把持している手と撮像装置との長
時間による接触により手から汗が出る。
【０００４】
　また、撮像装置を組み立てる過程で撮像装置の組立を完成した後に走行系を調整しなけ
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ればならない。即ち、テープの走行をガイドするガイドポールまたはガイドローラーなど
の姿勢、高さなどを調整する必要がある。かかる調整のためには、撮像装置の内部に設け
られた走行系調整部材につながる穴を必要とする。この穴から走行系を調整した後、ゴム
パッキングなどで穴を塞ぐ。しかし、このようなゴムパッキングなどは、外部から目立つ
ことで見かけ上よくないのみならず、材料を無駄にする結果につながる。また、このゴム
パッキングなどは、一般の需要者らが引き抜き難いように押し込んであるため、Ａ／Ｓセ
ンターなどで走行系を調整するためにゴムパッキングなどを引き抜く必要があるが、引き
抜き難いという問題点を抱えている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前記のような問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、
使い易いように構造が改善された撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、磁気テープに情報を記録／再生
するためのデッキユニットが内蔵された本体と；前記本体の外側に結合され、ユーザが把
手するグリップカバーとを含み、前記グリップカバーの外面には、ユーザの手とグリップ
カバーの外側面との間にギャップを設けることで風通しを可能にすべく所定パターンの凸
凹部を含む。
【０００７】
　ここで、前記凸凹部は、複数のリブを含むことがよい。
【０００８】
　また、前記本体は、磁気テープを差込及び取り出すために開閉可能なデッキドアを含み
、前記デッキドアの一面に前記グリップカバーが装着されることがよい。
【０００９】
　さらに、前記デッキドアには、外側から前記デッキユニットの磁気テープ走行系が調整
できるように貫通形成された少なくとも一つの調整穴が形成され、前記調整穴は、前記グ
リップカバーにより覆われることがよい。
【００１０】
　また、前記グリップカバーは、前記調整穴に対応して形成されたフックと、前記グリッ
プカバーを前記本体にネジ止めすべく形成されたネジ穴を有することがよい。
【００１１】
　また、前記本体には、外側から前記デッキユニットの磁気テープ走行系が調整できるよ
うに貫通形成された少なくとも一つの調整穴が形成され、前記調整穴は、前記グリップカ
バーにより覆われることがよい。
【００１２】
　また、前記グリップカバーは、前記調整穴に対応して形成されたフックと、前記グリッ
プカバーを前記デッキドアにネジ止めすべく形成されたネジ穴を有することがよい。
【００１３】
　ここで、本発明に係る撮像装置は、前記本体内に動画が撮像できる第１のカメラユニッ
トと、動画と静止画が撮像できる第２のカメラユニットが備えられたことがよい。
【発明の効果】
【００１４】
　以上で説明したように、本発明に係る撮像装置は、走行系が調整できるフック穴をグリ
ップカバーで覆うことで既存のゴムパッキングなどの押込工程を省くことができる。従っ
て、製造工数を減らすことができる。そして、Ａ／Ｓセンターなどでグリップカバーだけ
を取り外して走行系が調整できるようになり、走行系の調整が便利である。
【００１５】
　また、ユーザが撮像装置を長時間把手して撮像に臨む場合、凸凹部を介してグリップカ
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バーと把持した手との間に隙間を設けることで風通しをよくすることにより汗が出ること
を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１乃至図４に示すように、本発明の実施例に係る撮像装置は、本体１０と、グリップ
カバー２０と、デッキドア１１とを備える。
【００１７】
　本体１０は、第１のカメラユニット１２（以下、‘カムコーダーユニット’と称す）、
第２のカメラユニット１４（以下、‘デジタルカメラユニット’と称す）、把持バンド１
６とからなる。
【００１８】
　カムコーダーユニット１２は、デッキユニット（図示せず）を備え、このデッキユニッ
ト（図示せず）内には、走行系調整部材４６とヘッドドラム４７が設けられる。
【００１９】
　走行系調整部材４６としては、ガイドポールまたはガイドローラーなどがあり、磁気テ
ープをヘッドラムに導く。この時、走行系調整部材４６を調整することで磁気テープを前
記ヘッドドラムへとより正確に導くことができる。走行系調整部材４６の端部には、溝が
形成されており、ドライバなどの道具で回すことにより走行系調整部材４６の高さが調整
される。
【００２０】
　ヘッドドラム４７は、磁気テープからデータを読み取ったり書き込む機能を果たし、更
なる詳細な説明は、公知技術であるため省くことにする。
【００２１】
　デジタルカメラユニット１４は、動画とスチル画像を撮像し記録媒体に記録及び出力す
ることができる。記録媒体としては、ハードディスク（図示せず）やメモリカード（図示
せず）などが使用される。その他のデジタルカメラユニット１４についての詳細な説明は
、公知の技術であるため省くことにする。
【００２２】
　把持バンド１６は、本体１０の一方から他方に向けて形成されており、撮像装置を把持
して使用する際、把持した手を撮像装置に固定させる機能を果たす。以下、把持バンド１
６については、公知の技術であるため詳細な説明は省くことにする。
【００２３】
　図２に示すように、グリップカバー２０は、第１のネジ穴２２、締め付け部材２４、フ
ック２６、凸凹部２８を備える。
【００２４】
　第１のネジ穴２２は、グリップカバー２０を貫通して形成され、一般に、グリップカバ
ー２０の下端に２つ程度形成されることがよく、ネジ止めのためのねじ山が形成される。
【００２５】
　締め付け部材２４は、第１の締め付け穴２２を挿通し後述する第２の締め付け穴４４に
ネジ止めされることでグリップカバー２０をグリップカバー装着部４０に装着及び固着し
、一般にネジが使用される。
【００２６】
　フック２６は、グリップカバー２０の一端に形成され、後述する調整穴４２に結合され
る。このフック２６は、調整穴４２の数と同数にすることが好ましい。
【００２７】
　凸凹部２８は、グリップカバー２０の外面に一体に形成されることが好ましい。このよ
うな凸凹部２８は、エンボス形状または図面上に示すリブの形状及びその他の適宜の形状
と模様に形成することができる。また、色相及び材質も消費者のニーズに合うように多様
に変えることができる。この凸凹部２８は、ユーザが撮像装置を把持する際にユーザの手
と接触するようになる。この時、ユーザの把持した手とグリップカバー２０との間には、
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凸凹部２８により隙間が生じ、この隙間から風通しが行われるためユーザの手からの汗の
発生を抑えることができる。好ましくは、風通しをよくするために凸凹部２８は、一定の
間隔をおいて連続した複数のリブを含むことがよい。
【００２８】
　デッキドア１１は、グリップカバー装着部４０を備え、グリップカバー装着部４０には
、調整穴４２、第２の締め付け穴４４が形成される。このデッキドア１１は、図５に示す
ように本体１０の側面に開閉可能に設けられる。従って、ユーザがカムコーダーユニット
１２内に磁気テープをデッキドア１１を開けて差し込んだり取り出すことができるように
なる。
【００２９】
　グリップカバー装着部４０は、グリップカバー２０が容易に装着できるようにデッキド
ア１１の一面にグリップカバー２０に対応する形状に陥没して形成される。このグリップ
カバー装着部４０には、走行系調整装置４６を外部から調整できるように調整穴４２が設
けられている。
【００３０】
　調整穴４２は、グリップカバー装着部４０を貫通して形成され、この調整穴４２を通し
て外部から走行系調整部材４６を調節することができるようになる。また、フック２６に
係合できるようにフック２６に対応して形成される。
【００３１】
　第２のネジ穴４４は、前記グリップカバーの装着部４０に第１のネジ穴２２に対応して
設けられ、締め付け部材２４がネジ止めされる。第１のネジ穴２２と同様にねじ山が形成
されていることが一般的である。
【００３２】
　以下、本発明の作用について詳細に説明する。
【００３３】
　本発明の実施例に係る撮像装置は、組立の後、走行系を調整する。この時、グリップカ
バー装着部４０上に形成されたフック穴４２から走行系調整部材４６を調整することがで
きる。この走行系調整部材４６の上端には、溝が形成され、この溝にドライバなどの先端
部を入れ、走行系調整部材４６を回すことで高さを調整するようになる。
【００３４】
　前記のように走行系を調整した後、グリップカバー２０をグリップカバー装着部４０に
装着する。フック２６を調整穴４２に係合する。そして、締め付け部材２４を第１のネジ
穴２２を挿通して第２のネジ穴４４にネジ止めし、グリップカバー２０をグリップカバー
装着部４０に装着及び固着する。この時、調整穴４２は、グリップカバー２０により覆わ
れる。従って、既存にゴムパッキングなどを押し込んで仕上げした工程を省くことができ
、ゴムパッキングなどの部材を不要とする。また、Ａ／Ｓセンターなどで走行系を調整し
直す必要がある場合、押し込んであるゴムパッキングなどを強制に引き抜く必要があった
が、本発明に係る撮像装置では、締め付け部材２４を外し、フック穴４２から簡単に走行
系を調整することができるようになる。
【００３５】
　ユーザが撮像装置を使用する場合、撮像装置を片手で把持して撮像に臨む。このような
撮像は、長くは１時間以上になることもある。従って、長時間撮像装置を把持する場合、
把持した手から汗が出ることがある。しかし、本発明に係る撮像装置では、把手する部分
であるグリップカバー２０に、凸凹部２８が形成されており、把持した手とグリップカバ
ー２０との間に隙間が生じるようになる。かかる隙間から風通しをよくすることで汗の発
生を抑えるようになる。
【００３６】
　以上、本発明を、本発明の原理を例示するための好適な実施例について図示し説明した
が、本発明は、上述したように図示され説明されたままの構成及び作用に限定されるもの
ではない。却って、特許請求の範囲の思想及び範疇を逸脱することなく、本発明に対する
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て、かかる全ての適切な変更及び修正と均等物も本発明の範囲に属するものとみなされる
べきである。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明は、動画を撮像し記録及び再生可能な撮像装置に係り、一般のカメラ、カムコー
ダー、デジタルカメラのみならず、被写体が撮像できるあらゆる撮像装置に使用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る撮像装置の実施例を概略的に示す斜視図である。
【図２】本発明に係る撮像装置の実施例を概略的に示す分解斜視図である。
【図３】図１のIII－III線断面図である。
【図４】本発明に係る撮像装置の実施例であって、デッキユニット部が見えるように分解
した状態を概略的に示す斜視図である。
【図５】本発明に係る撮像装置のデッキドアが開放される状態を概略的に示す斜視図であ
る。
【符号の説明】
【００３９】
１０　本体
１１　デッキドア
１２　第１のカメラユニット
１４　第２のカメラユニット
１６　把持バンド
２０　グリップカバー
２２、４４　第１、第２のネジ穴
２４　締め付け部材
２６　フック
２８　凸凹部
４０　グリップカバー装着部
４２　調整穴
４６　走行系調整部材
４７　ヘッドドラム
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